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線型支 出体系 とその一般化
釜 江 廣 志
0.は じめ に
＼
わが国の家計 ・企業の資産需要の分析はこれ までにい くつか試み られている
　
が,需 要理論 の ご く最近 の展開に基づ くものはそれほ どなされていない よ うで
)あ り,こ れ らをふ まえた分析 を 行 な う必要が ある と思われ る。 その手がか り
として本稿 では,需 要 方程式体系の理論 の1つ であ る線 型 支 出 体 系(Linear
ExpenditureSystem,以下LESと 略記)と そ の一般化 の試み の い くつ か をゆ
取 り上 げ展望 を行な う。'`
LESは クライソ ・ル ー ピソ[11コに よって提示 され,ス トー ソ[31コに よって
初 めて計測が行なわれた。理論的な要請 を満足す ることと実際 の計測において
操 作が比較的容易であ るとい5'理由に よ り,LESは これ まで しば しば 用 い ら
れ てきた。そ の例 としては次の よ うな ものが ある。英国につ い て は ス トー ソ
[31]の他 に レザ ー[12コ,ストーソ[32コ,ストーソ ・プラウソ ・ロウェ[33コ,デ
ィー トソ[4]など,ス エ ごデソについてはパー クス[18コ,アメ リカについては
ポ ラ ック ・ウェールズ[24コと家計の資産需要 についての斎藤L28コ,日本につい
ては吉原[36コ,国際比較 としては ゴール ドバーガー ・ガマ レ トソス[71,パ ・ー一・
クス ・バル テ ソ[20コ,ラッチ ・ポエル[14]などがあげ られ る。
しか し,LESの 前提条件 はか な りきつい ものであ る。例 えば,総 支 出 額 は
外生的に与え られてい る,総 支 出か らの各財 への 限界支 出 シ ゴア が 一一定 で あ
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(1)例えば,斎 藤 ・大鹿[37]。
(2)なお,LESのみ な らず,よ り広範 囲の需要理 論 モデルに関す る展望 と しては ブラ
ウソ ・デ ィー トソ[1コがあ る。本稿 では この論文 以後 の展開 をな るべ く取 り上 げ る
よ うに努めた。L
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る,各財の価格に関係なく消費される基礎的消費の大 きさ も一 定,な どで あ
る。 このような前提をゆ るめて,LESを より一般的なものに拡張し よ うとす
る試み もい くつか行なわれてい る。
以下では,第1節 でLESの 理論的な性質を,第 皿節でLESの 計測法を見
る。第 皿節では,LESの一般化の試みの うち,(A)総支出額を内生的に決定す る
「拡張されたLES」,B)LESで一定 と仮定された限界支出シェアの可変化,
(C洞じく.一一定とされた基礎的消費の可変化,(D摺慣形成仮説 もしくは状況変数
法を用いたLESの 動学化,に ついて展望す る。なお本稿では,計 測方法につ
いては第 皿節のLESの それ以外は取 り上げなかった。 この点の検討は別稿に
ゆず りたい。
1.LESの 理 論
LES方 程 式 は 次 の と お りで あ る。
(1)P`qi=Piγi+β,(E-IZPkγk),(i=1,…,n)k=1
β`>0,Σ βh=1,qi>γi,γi>0
ぬ
.
ここに,A,qiは それぞれ第i財 の価 格 と需要量,Eは 総支出額であ って,
ゆ
外 生 的 に 所 与,β,,γゴは と もに 正 で 一 定 の パ ラ メ ー タ で あ る。 こ の 方 程 式 は 次
の よ うな 説 明 が 付 さ れ て い る。 γiは基 礎 的 消 費(committedconsumption),
(E-E]pkγh)は剰 余 支 出(supernumerarYexpenditure)でこれ は βiず つ の
割 合 で 各 財 に 支 出 され る。
∂(紗 一β、
であ るか ら,βぎは総支出か らの第 ゴ財 の限界支出シェアを意味す る。 つま り,唖
LESは 限界支 出シェアー定の仮定に もとついてい る。
ス トーソ[31]は,LESが需要関数の理論的要請,つ まり総支出 と各財 の 価
格 に関す る0次 同次性,予 算制約を意味す る加算(adding。up)性,異なる財 の
(3)γiが負 の ケ ー ス につ い て は ポ ラ ッ ク[23]P.404.注1,βiが 負 の ケ ース は デ ィ
ー トソ[4]P .25参照 。
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間の代替効果の対称性,を 満足す ることを示 した。
次に弾力性を調べる。(1)の両辺をPiで 割ると
(2)σ・一鴫(E-z?P・ γ・)
で,こ れか ら第 づ財の需要の総支出に関する弾力性は
窮一魯 ・霧一篶
とな り,P,>0であれば η`>0で劣等財は考慮 しえない。 自己価格弾力性は
77・i-一{敬・多著一一 一1+萎}一(1-一β,)
で,γ>0で あれば,)7ii>一一1で 絶対値は1を 超 えない。従 って各財 の需要は
自己価格 に関 して非弾 力的であ る。交差価格 弾力性は
η・'激 ・蓼 一一鷲'・ ㈹)
で β`>O,γ,>0ならば η〃〈0と な り,各財は互いに粗補完財で あ る。補償
された交差価格弾力性は
η・ノ 灘(の 一γノ)一β'(・一銑)
で,σ ノー 7ノ>0な らば)7ii*>0とな り,各 財 は 互 い に 代 替 財 で あ る。
エ ソ ゲ ル 曲 線 が 直 線 に な る こ とは ,第i財 へ の支 出 額 をE,(=Piqi)と し
て,.
`
雑 一一聖)r礎 一β・
で あ る こ とか ら言 え る。
こ こでLESの 計 測 の 際 の 取 り扱 い や す さ を 見 て お く。(1)を書 き直 し て
(3)Aσf=β,E+Σ(δik-一βi)γiPk,
ゐ
こ こに δihはク ロ ネ ッ カ ー の デ ル タで あ る。 β、.……,βnの 和 が1に 等 し い か
ら,独 立 の パ ラ メ ー タ の 数 は β,が(n-1)個,γiがn個 で 合 計(2n-1)
個 で あ る。 これ に 対 し,一 般 的 な 線 型 の 支 出 関 数 体 系 で は,あ る財 へ の 支 出 額
は 総 支 出 額 と各 財 の 価 格 の1次 関 数 と して
.P,qi=β,E+ΣεilePkσ=1,… …,n)
幽
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の 形 で 表 わ され,推 定 す べ き パ ラ メ ー タ の数 は βぎがn個,εikがn2個 の 合
'計(n2+の 個 で あ る
。 こ の よ うにLESの 推 定 す べ きパ ラ メ ー タ の 数 は 一 般
の場 合 に 比 べ減 少 し て お り,計 測 時 の取 り扱 い や す さ の一 因 に な っ て い る。
LESは 次 の よ うな 直 接 加 法 的(directlyadditive)効用 関 数
(4)u=Σβk・Iog(qh一γk),qh>γk,βk>O,Σ β,=1鳶
を予算制約E=ΣPkqkの 下 で最大にす ることに より得 られ る。逆に,LES噛
仮定す ると効用関数が この形にな ることは,サ ムエル ソソ[29]とギア リー[6コ
で示 された。
皿.LESの 計 測
ス トー ソ[31コで は 次 の よ うな 反 復 法 に よ る推 定 が な さ れ て い る。(1)に誤 差 項
を 付 加 した も の を 変 形 して
.(5)Piqi一β,E』Σ 〔(δik一βf)Pk〕γk+Ui幽
ここに δ踊 は クロネ ッカーのデル タで
6・k-{ll鵠
で あ る。 行 列 表 示 に し て
(6)Y==Xr十Z6
ここに
Y=(ゑ/x=(薫)'「ll)
Y,=P`qi一 β,E
X」・=〔一 βiPi,一βf。ρ2.…,(1一 βf)Pi,一β,Pi+、.一・,一βiP"〕
γ=ω
であ る。 β の値 が与 え られれば,Y,Xが 既知 とな り,(6)の最小二乗推定 か
ら γ の推定値が得 られ る(ス トーソは,β の値 として,P,qiをEに 回帰 さ
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せ て 得 た 推 定 値 を 用 い る こ と を示 唆 し て い る)。 次 に(1)は
(7)P、q、一一Piγi=(E一ΣPkγh)β、+u,
の 形 に も変 形 で き る。 行 列 表 示 に して
(8)燭W=Z零β+%
こ こセこ
w=(謬:/"靴1β〒俊)
Wi==Piqi--Piγi/
2』E一 ΣPkγk
であ る。上 で得た γiの推定値 を用 いれば,W,Z*の 値が既 知 とな り,β の最
小二乗推定値が得 られ る。 これを用 いれば γ を再推定す るこ とが で き.る・ こ
の よ うなプ ロセスを両方 の推定値 があ る値 に収束す るまで くり返す のが ス トー
ソの方法 である。t
パ ークス[19コは ス トーソの推定法 を次の ように改 良 した。 まず(1)に誤差項 を
付 加 した
て
(9)P〆qi=Piγi+β,(E一 ΣPkγk)+Ui,(i=1,・ ・・…,n)
k=1
に お い て,β に つ い て の制 約
E]β,・=1
海
を考慮すれば,
⑩ Σπk=O
々
とな る。n本 の式か ら成 る(9)の体系 の誤差項 の分散 ・共分散行列に単位ベ ク ト
ルltを 左か らかけ る と
⑪1'E(uu')=・E(1'aut)
ここに1'=(1,1,…,1)であ る。⑩ か ら
1'u=O
であ るか ら,分 散 ・共分散行列は特 異にな って しま う。パ ークスは ス トーソが
この ことを考慮 していなかった と指摘 してい る。
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⑩ か ら(9)のうちの(n-1)本 の式だけが独立 とな る。第n番 目の式を除い
た体 系を
(6')-Y=Xr十髭'
(8')τア=2零β+u
と書 く。 ここに
ア=(名
r銘一1)'x=(1乱沈t'=(菱;-i)'丁ア=(謬温)
俳(勾1万=(駕)
ゆ
であ る。誤差項については次 の仮定を置 く。
⑫E(u)=O
⑬E(%〃)=ρ=Σ ⑳1
ここにΣは正規分布 の(n-1)×(%-1)の分散 ・共分散行列,1は 単位行列,
② は直積を示す。 この仮定の下で,パ ークスは最尤推定値を 得 る条 件 を 導 出
し,う ち1つ が γ の値を与 えた時の βfの値 を求め るOLSの 正規方程式であ
り,も う1つ は β,の値を与えた時の γの値を求め るGLSの 正規方程 式であ
ることを示 した。 この方法をパ ークスは(修 正)ス トーソ法 とよんでい る。
⑬では系列相関 のあ る場合は取 り扱われていない。 これに対 し,ラ ッチ ・ウ
ィリアムズ[15]では1次 の系列相関のあ る場合を
Uit=iO・Ui.t-1+Uit*
として処理 してい る。 ここに,ρ は1次 の 自己 相関係数,Uit*は系列相関 しな
い誤差項 であ る。実際の推定では,体 系内の変数 を1次 変換 し,た とえば変数
XtをXi-toXt-、に変換 して,ρ に0と1の 間の値をい くつか与え,尤 度 関
数 を最大にす るものを探す とい うgridsearch法を用いてい る。
(4)Z零 の サ イ ズ は(n--1)×(n--1)で あ る。 i
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皿.LESの 一 般 化
囚exbendedLES(ELES)
LESでは総支出額は外生的に与え られている。、これに対 し,総 支出,あ る
いは所得 と総支出の差たる貯蓄の大 きさが内生的に決定され るとす るのが 「拡
お り ロ
張 され た(extended)LES」(以下ELESと 略 記)で あ る。 式 で 表 わ す と,
⑭.P`qi=Piγi+βi*(Y'一ΣPkγk)σ=1,…,の 、々
で あ る。 ここに,yは 所得,βノ と γiはともに パ ラ メ ー タ で あって,γiは
LESの場合 と同様に基礎的消費 と解釈で きる。β,*はLESと は異な り,所 得
か らの限界消費性 向であ る。/
で　ラ
⑭ 式か らLESが 形式的に導出で きる。a4を全 ての れ こついて合計 して
㈲E=(1--Pt)ΣPkγk+μツ々
こ こに
㈲ μ=Σ β盈‡
々
であ る。 これか ら
夕一(■)E」 し二LPt×ΣP、γ,
μ μ ゐ
で,こ れ を ⑭ に 代 入 して 整 理 す る と
㈲P,q,=Piri+(βi'/iet)×(E-2]Pkγk)
と な る。 β」を
⑱ βゴ=βぎ*/!解
とす れ ば,こ の 式 はLESの 式(1)に他 な らな い 。 ⑮ か ら明 らか な よ うに,EL耳S
で は 価 格 の 総 支 出 に対 す る,さ らに は 貯 蓄(y-E)に 対 す る影 響 を 測 定 す る こ
とが で き るが,LESで は(1)を全 て のiに っ い て 合 計 し て も,E=・Eな る関 係
しか 得 られ ず,価 格 の 総 支 出 に 対 す る影 響 を 調 べ る こ とは で き な い 。
(5)ラッチ[13],ラッチ ・ウ ィリアムズ[15コ,ラッチ ・ポエル ・ウ ィリアムズ[16コ,・
ポ エル[25,26,27コな ど。
(6)ラッチ ・ウ ィリアムズ[15]。
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次に弾力性を見る。所得弾力性は
η・一辮 一辮
とな り,こ れは正 であ るか ら,LESの 場合 と同 じ く,劣 等財 は存在 しえない。
交差価格弾力性は
μβ4),γゴ_Ptβ4P」rノ噛⑲ ηij=一 ρ凸 瓦
であ る。'ここに 瓦=Piqiは第i財 への支 出額であ る。βi,γ5が正 な らば η`ノ
<0と な り,LESと 同様に各財 は互 いに粗補完財 であ る。補償 された 交 差 価
格 弾力性は,LESの 場合 と同 じく
⑳ η・ノ ー μβ'(1_Piγ`P
,q,)一μβ・(・一 磐)
'
であ って,qi>γiならばnyfi>0とな り,各 財は互 いに代替財 であ る。
ところで,ELESで は,ク ロス ・セ クシ ョソ ・デ ータの ように価格(も しく
はそ の変化)の デ ータが利用 可能でな くて も,支 出額のデータがあれば,価 格
　
弾 力性の値が計算で きる。第 ん番 目の観察単位(例 えば家計)が 直面す る第 ご
財 の価格をPihとす る と,こ れはhllご関係な くPih=Pi(西1,…,のであ る。
ρ弟 を γ～ と置 く。⑯か ら　
(2DEih==cri+βi*Yh
で あ る 。 こ こ にi=1,…,n;h=1,…Hで あ り,
励 αFγ ～ 一 β～Σ γノ
々
であ る。伽 の誤差項 を考慮 して回帰分析 を行な うと,α`,β～ の推定値 が得 ら
れ る。 これ らを用 い ると,⑱,⑱ か ら β`,μの値が得 られ,さ らに⑳か ら
Σαf=Σγ」LΣ(β,*・lxγkt)
iiih
=Σ γ`*一Σ γゐ*・Σ β～
,'
置 ゐi
=(1--Pt)Σγ～
`
ここで最後の等 号は口③に よる。従 って
(7)ラ ッチ ・ポ エ ル ・ウ ィ リ ア ム ズ[16コP.31～ 。
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Σ αぎ㈱ Σ
γ`』⊥_i1一μ
で あ る。 再 び囲 か ら'レ
γ`*=α`+βノΣ γノ
`
でこの値は㈱か ら得 られる。 これ らを用 いれば,価 格弾力性⑲,⑳ の値は価格
データなしに求め られ る。
ラッチ[13コは,ELESを導出す る効用の汎関数が
＼
u〔qltl〕一 ∫ 『 ¢ ・'liiβ・・1・9〔q・(の一一r・〕dt
であ ることを示 した。 ここに δは主観的割引率で あ る。 また ホーウェCIOコは,
貯蓄をそ の基礎的消費が ゼ ロであ るような1つ の財 として取扱 うことに よ り,
次の よ うなサ ムエル ソソ ・ギア リー型の効周関数
れロトユ ハ　　
u(q)・ Σ β,*・log(qk一γh),βk*>0,qk>γk,2]β,*=1,γn+、=O
k=1h=1
の即時的な最大化か らELESが導出され ることを示 した。
、
(B)角の可変化
LESでは係数Aが 一定 と仮定されているが,こ れを可変的なものへ拡張す
る試 みがい くつかなされてい る。 こζでは,β言を価格 の関数 とす るガマ レ トソ
ス[5]と,さ らにそれを複数 の ブラγチに拡げ るブラウソ ・ハ イエソ[2]と,
β」を総支出の関数 とす るカル レバ ロ[3]の試みを とりあげてみ よ う。
ガマ レ トソスは彼 のい う 「一般化 されたLES」,つ ま り
炸P・ γ・+錯(E-;P・ γ・)
t
が次のような効用関数に依存していることを示した。
π一際 鑑 瓢1餓1;醐"
こ こ に,δ,γ,ρ,τ は パ ラ メ ・一一タ で0〈 δk〈1,Σ δゐ=1,τ ・・iO/(ρ一1),
々
一 。。<τ〈+。 。 で あ る。 これ の特 殊 ケ ー ス(τ=0も し くは ρ=0)と して サ ムエ
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ル ソソ ・ギア リー型 の効用関数が得 られ る。
弾 力性を調 べる。総支出弾 力性は
δiPiτE
η∫=ΣδhPkr'P∫qi
で正であ るか ら,LESと 同様に劣等財は考慮で きない。 自己価格弾 力性は
ηκ一 一 ・+(1-B`)[(・一・)瑳+・]
で あ る。 こ こに 一
動一轟 ・
.である。77iiの値はLESと は異な り,一 。。か ら+・・までを とり得 る。交差価格
弾 力性は
_B、rM」_τBiBi(E一ΣP、γle)η`ノ='
ρ、9i一 ρ、σ「 … …
で負であ り,LESと 同様に各財は互いに粗補完財 である。補償 され た 交 差 弾
力性 は全て正 であ り,LESと 同様 に各財 は互 いに代替財であ る。
ブラウソ ・ハ イエソのSブ ラソチ需要関数 とは
醜 、一_
⑳一(β。まρ,`)難:鷲∴ 無 ゆ
で あ る 。 こ こ に,X3,i>0,q,i一 γ,i>O,γ 。i≧0,α 。>0,σ>O,σ 、>0,
及一鶉働 ㌦
である。 これは,佐 藤i[30コの一般 化されたCES生 産関数 に もとつ くSブ ラン
チ効用関数の予算制約下 での最大化に より得 られた ものであ る。 π 個 の財 を互
いに重な らないS個 の グル ープ 私,n2,…,nsに 分け る。Sブ ラソチ効用
関数は
丑 ■
㈲ 麗一翻 期 蛉)ρ胴 ρ
と書 け る。 こ こ に ρ=1-(1/σ)く1,ρ、=1《1/σ、)〈1で あ る。rキsの 場 合
t
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の 限 界 代 替 率
∂〃 ∂σ、`
∂u/∂4,,
はn,,ns以 外 の財 に 依 存 し な い か ら,Sブ ラ ソ チ 効 用 関 数 は 弱 分 離 可 能
(weaklyseparable)であ る。 ス トロ ッ ツ[34コ,ゴー マ ソ[8コに よれ ば,㈲ の
最 大 化 は2段 階 接 近 法(tw(トstageprocedure)によ って な され,需 要 関 数 鱒
が 得 られ る。
Sブ ラ ソ チ需 要 関 数 は そ の特 殊 ケ ー ス と してLESを 含 ん で い る。 図 でS=1
とす る と
(β`/A)σ(E一ΣPkγk)tl6)qi=ri+
写(矩
さ らに σ=1と す る とLESに な る。
ブラウソ ・ハ イエソの示 した,弾 力性 に関す る結果を見てみ よ う。 支出弾力
性 は
9・si一γεゴE)7s'=
q・1●(E-Sl]2]p
.,7,1;'」
「=1ゴ ε7
で,qsi>γ 、iで あ れ ば17。i>0で あ り,LESと 同 様 に 劣 等 財 は 存 在 し え な い 。
自 己 価 格 弾 力 性 は
?7,i,,戸」 ・一 γ・i〔w、+。(ipv,、-w、i)+・sVVsi〕
q,i
こ こ に
」ウs`(q,i一γ3`)Wsi=
E-】 邑 ΣPrノ γ,」
「=1ゴ εγ
耽・一農 鐘云架 ,
ノεs
ヨ
E、=ΣP、,4、 ノ,E=ΣE.
ゴゆ ノニユ
であ る。17V、i>ωsiであるか ら,魯 己価格 弾力性 は 負 で あ り,そ の絶 対 値 は
(LESの場合 とは異な り)0か ら+。。までを と りうる。補償 された交差価格
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弾力性 は,2つ の財i,ノがそれぞれ異 なるグル ープs,rに 属す る場合,
77・i,瑠 ・(σ・・騨γ・・)(9r'一γの σ,(rキ,
(亙一狛 Σ ♪.,γ,、))
「=1ie「
で,a>0だ か ら,こ の値 は正 にな り,異 なうグルー プ内の2財 は 代替財 であ
る(LESと 同様)。 これに対 し,2財i,ノ が同一の グルt-…プに属す る場合,
一 一畿[(q、rγ,」)(q,ノー γ,」)σ(q,i・一一γ、i)(q、ゴー γ、,)(σ一 σ、)
(E--sΣP"γ 。、)、一(E弄,Σ ♪・iγ・i)]
「=1ゴ ε「
で ある。(σ一σ,)の値 は正,負,ゼ ロいずれ もとりうるか ら,,同一 グル ープ内
の2財 は補完 財で もあ りうる(LESと は異 な る)。
カル レバ ロ[3コはLESの パ ラメータP,を 総支出Eの 関数 とす る一般化
を検討 してい る。そ の根拠 として,西 ドイ ツとイタ リヤの1953年か ら1971年ま
で の民 間消費のデータを用いて β,,riの推定値を求めた。1953-1964,1954
-1965,・;・,1960-1971と期間を区切 って計測す ると,γiの推定値 は明確 な ト
レソ ドを示 さないのに対 し,β`のい くつか(特 に食料 ・飾料 ・タバ コの グル ー
プ)は トレソ ドを示 してい る。 また この期間の総消費支 出は上昇 トレソ ドを も
ってい る。 これ らの ことか ら,カ ル レバ ロは β`をEの 関数 とし,か つ理論
的な要請(加 算性,同 次性,代 替項 の対称性)を 満 たす ように拡張 したLES
を検討 して次 の需要関数 を得 た。
吻 ・一γ・+云[β1†β1・9(E・一ΣpkγkP)]・(E・一ΣPkrk)
ここに,β?,β}は次の よ うな定数
Σ β£=1,Σ βk・1,
々 ゐ
であ り,Pは 価格指数で
β迄 β易
P・K(4p・)ψ ・
で ある。 ここに,Cは 任意の定数で,
K(P)=・eCH(logP)
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H(x)-e・pUG(x)dx}
G(x)・=∫9(・)dx
9は スカラー変数の任意の関数である。ρ は
ρ(夕)一∫沖{∫ 玄!(ツ)の}朔
で あ る。 こ こに
遡
∫(y)=P一δヅ,〃
》
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融A∴ ・・P・y[一(E-ZP・γk)IP]の関数で
P融 器P禽 一《篭 ・
∂β、=●'''"=∂ β"
∂ツ ∂ツ,
の π 個 の 共 通 の比 に 等 しい 。
また カ ル レバ ロは 伽 に 次 の よ うな(直 接)効 用 関 数 が 対 応 す る こ と を 示 し
たo
%rψ(v)+多 βk●1・9(qk一γ・)
ここセこ
ip(v)==φ(・)一一¥β1・1・9[ρll)+βk]
で,り は
109レ+Σ β兄・log〔β2+βk・St,(レ)〕=Σβ2・109(qk-一γk)一logK。
々 々
の解であ り,φ は
φ(y)一∫茄(1)ydy'
であ る・ ここtlcK・・K(4P・βi)であ る・
＼
120 商 学 討 究 第29巻 第3号
◎ γ`の可変化
この方向の拡張の試み としては,ス トーソ[32],ナッセ[17コな どが ある。 ま
ず ス トーソは,密 接な代替財の場合 γiは価格 の影響 を 受 け る と して,γiを
γi+]d`,.Pに々置換 え る こ とを示 唆 した・
ゆ
ナッセは γiを総支出の関数で もあるとして次のような関数形を提案した。
ゐロ　
炉 ち・㈲ ・c(互P)
こ こにb,tiは 定 数,Pは
δ ÷
P=(Σ'盈ρ々)
'ゐ
なる価格指数,C(E/P)は実質 タームの基礎的消費と説明され,実 質総支出の
任意の関数である。
'
(D)動学的LES
、
LESの 動 学 化 は こ れ まで 主 と して 基 礎 的 消 費 γiに注 目 して な され て い る。
こ こ で は ポ ラ ッ ク ・ウ ェ ー ル ズ[24コの 習 慣 形 成(habitformation)仮説 と,
ハ ウ タ ッカ ー ・テ イ ラ ー[9]に よ る状 況 変 数(statevariable)アプ ロー チ を 用
い る フ リ ッ プ ス[21]とを 見 て み よ う。F
ポ ラ ッ ク ・ウ ェ ール ズ は γ`の値 が オ ー バ ー ・タ イ ムに 変 化 す る と考 え る。
習 慣 形 成 仮 説 は γiの値 が 過 去 の 消 費 に 依 存 す る と 見 な す の で あ る。 最 も単 純
な モ デ ル と して 挙 げ られ て い る の は,
②♂ γ`t==∂`零十〇」・qi,-1
で あ る。 こ こ に γitは第t期 の γi,qit-、は 第(t-1)期 の 第i財 の 消 費 量
ゆ
で あ る。 つ ま りこ の モ デ ル で ば,γitは1期 前 の 消 費 量 の1次 関 数 で あ る。 こ
れ の 特 殊 ケ ー ス と して,比 例 的 習 慣 形 成 仮 説 モ デ ル
(29}γ鯉==Cil。qit-1
(8)以下,カ ル レバ ロ[3コに よ る。
(9)ポ ラ ッ ク[22コはbi*を 生 理 的 に 必要 な量,Cigit-、を心 理 的 に 必 要 な量 と説 明1
て い る。
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がえ られ る。 また ポラ ック ・ウェールズは㈱ よりも一般的 な もの として
(30)7ittbi*+Ci・Zi.t-、
な るモデルを提示 してい る。 ここにZi,卜、は第i財 の第t期 以前 の消費を表
わ し,過 去の消費 の レベルに依存す るケース と,消 費の増加率に依存す るケー
ス とが考え られてい る。
習慣形成仮説が㈱で示 され る時,.サムエル ソソ ・ギア リー型の効用関数 は
(31)Ut=lil】βゐ109(qkt-一γkt)
とな り,こ れの予算制約
㍗ ・'9・・=E・
の下での最大化から,需要関数
(32)q・t-b・*+c・qit-・+£[E・-IP・,(bX+Cl・q・・一・)]
が得 られる。ある財の現在の消費量は,全 ての財の過去の消費量の1次 関数 と
して表わされるのである。
次に,フ リップスは γiを状況変数5ゴの1次 関数 として効用関数を動学化
ごユゆ
す る こ とに よ っ てLESを 動 学 化 し よ う と した 。
(33)γi=θi+αiSi,θi>0
ごユリ
こ こ に,第 づ財 が 耐 久 財 で あ れ ばcri〈0,習 慣 形 成 的 で あ れ ば α`>0で あ る。
こ れ を サ ム エ ル ソ ソ ・ギ ア リー 型 の 効 用 関 数(4)に代 入 して
岡u=Σ β鳶・log(qk一θゐ一α盈Sk)
⑩ な お ハ ウ タ ッ カー ・テ イ ラ ー[9コ第2版 第5章 で は,サ ムエ ル ソ ソ ・ギ ア リ ー 型
では な く2次 の加 法 的効 用 関 数 に 状 況 変 数 が 導 入 され て い る。
(*)u=q'a+s'b+垂4'Aq+垂q'Bs+券s'Cs
こ こ に,q,Sは 各 々購 入 量 と状 況 変 数 を 表 わ す ペ ク トルで あ り,a,bは 定 数 ベ ク
トル,A,B,Cは 一 定 で非 特 異 の対 角 行 列 で あ る。 こ の よ うな効 用 関 数か ら次 の
需 要 関 数
(**)q炉Ki。+.Ki、qi,,.、+Ki2ZtPit+κま、λま.、Pi、t.、,ゴ=1,……,η
が導 か れ る。 こ こにqitは 第i財 の 第t期 の購 入量,Pitは 第i財 の 第t期 の価
格,λ は 所 得 の限 界効 用,Ki。,……,1(13は定 数 で あ る。
テ イ ラ ー ・ワイ ザe-一・ブ ズ[35]は(40)と(**)によ る計 測 結 果 を比 較 し,特 に 予 測 の
パ フ ォー マ ソ スか らLESの 方 が2次 の加 法 的 効 用 関 数 か ら導 出 され た需 要 モ デ ル
よ りも勝 って い る と結 論 して い る。
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である。 こ こに,σ々は消費量ではな く購 入量 で あ る。 耐久財の場合,購 入量
と消費量は一致す るとは限 らない。次 に,
　
㈹Si=q一 δ」Sぎ
と仮定 され る。 ここに δiは一定の減価償却 率である。
駒 を予算制約
㈱ Σ ρ`qi=・E
の もとで最大化す ると,均 衡条件
(3Tσ
、一 θ呉 α、S、一 ψ ・
が 得 られ る。 こ こ に λ は 所 得 の 限 界 効 用 で あ る。 これ か ら
鰺 αf=θ∫+αぎSi+βf/ZPi
と な り,鯛,爾 か ら
G9λ一E 一Σρ謬 竺Σα、ρ、5、
で あ る。 ハ ウ タ ッカ ー・・テ イ ラ ー とほ ぼ 同 様 の 手 続 きに よ って,観 察値 が 得 ら
れ な い 状 況 変 数 を 消 去 して,離 散 型 の 近 似 式 が 次 の よ うに 得 られ て い る。
(40}qit==Kio十Kilqi,{t_1)十Kr2(2,Pi,t)-1十Ki3(λt_1Pit,"1)-1,i==1,・・●,n
こ れ は 注 ⑩ の(**)と類 似 で,λ ρ の 項 が 逆 数 に な って い る 点 が 異 な っ て い る の
み で あ る。 こ こ に'
塩 一2黒 δ、・ 瓦 一舞 霧
ω
K彪一舞 鴇 ・ 砺 幾 識
ヒれか ら
脚 ・-21鶏蟻 の
⑪ 一第i財 が耐久財であれば,状況変数Siは物理的保有量を意味 し,需要に対 し負
の効果を与えるか ら α∫は負である。第'財 が習慣形成的であれば,消 費者は過
去の消費に基づ く習慣によっていわば心理的な保有量を有 してお り,それがSiと
して表わされる。この場合需要に対 し正の効果を与えるか ら,偽 は正 であ る。な
おハウタッカー ・テイラー[6コ第1章ll節参照。
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(43)α1-2(灘鳶 ・)-21≒評
(44)β・一 響 語 ・
(45)θ・一(、畿 孕譲k
,)
である。各構造パラメータは回帰係数から計算できる。
lV.おわ りに
以上で展望 したように,LES「の拡張の試みはい くつかなされているが,資
産 と負債の需要の分析への応用 とその検証 もより多 くなされるべきであろ う。
負債をモデルに導入する場合,マ イナスの資産 として取 り扱 うとすれば,サ ム
エルソソ ・ギア リー型の効用関数はそのままの形では使えないであろ う。また
βfの値を負とす る方法 も検討 され る必要があると思われる。 これ らの点につい
ては稿 を改めて報告 したい。.
?
?
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